

























































































定された地理的表示「山梨」につづいて、2018 年 6 月には、地理的表示「北
海道」が誕生し、これらの産地では、地名表示がワインの品質と結び付け
られる形になっている。
３　まとめにかえて
　以上のように、EU 産ワインをとりまく市場の状況は厳しさを増している。
しかし、世界のワイン市場における EU 産ワインのシェアが低下している
中で、消費地としての EU 加盟国の重要性は依然として変わらない。「新世
界」のワイン生産国においても、EU 向けの輸出を前提としたワイン造りが
行われており、その際、EU ワイン法に適合するワイン醸造やラベル表示を
求められる。かくして、EU ワイン法が「新世界」のワイン造りをも規律す
ることとなり、その結果、EU ワイン法が実質的にグローバルスタンダード
となりつつある。上述の「果実酒等の製法品質表示基準」においても、地名、
品種名、収穫年などの表示にあたって、いわゆる「85％ルール」が採用さ
れた点に EU ワイン法の影響を見ることができる。また、ワインに適用さ
れる法律ではないが、2015 年に導入された特定農林水産物の地理的表示制
度も、EU の地理的表示制度が模範となっているのである。
